
令和６年度 校長室だより ４号

令和６年７月１７日発行 発行者：小山市立間々田小学校長 山畑 明美

７月１９日（金）に１学期の終業式を迎えます。１学期後半は、梅雨といえども暑さの厳しい日が多く、
過ごしにくい日が続きました。熱中症指数が高く、校庭に出られなかったりプールに入れなかったりと以前
では考えられないこともありましたが、限られた環境の中でも、教職員と子どもたちとで相談しながら、工
夫して過ごしていました。また、日々の学習に加え、遠足や社会科見学、修学旅行、４年ぶりの音楽鑑賞会
など、予定していた活動も全て実施することができ、子どもたちの成長に繋がりました。
７月２０日(土）から、４４日間の休みが始まります。家族の一員として家の手伝いをしたり、普段できな

いことにチャレンジしたりするなど、有意義な夏休みをお過ごしください。
なお、７月１日より修道館のエアコン設置工事が始まりました。２学期のスタートは、涼しい修道館で始

業式を行うことができる予定です。（１学期の終業式は暑さ対策のため、リモートで行います。）

７月10日（水）に、情報モラルに関する道徳の授業参観を行いました。

現在、学校や家庭においてインターネットを使ったりＳＮＳを活用したりすることは、自然なこととなっ

ています。子どもたちにとっても、調べ学習をしたりゲームで繋がったりと、身近な存在となってます。イ

ンターネットやＳＮＳは便利で楽しい反面、大きな危険もはらんでいます。子どもたちが安全で楽しい夏休

みが過ごせるよう、この時期に子どもたちと「情報モラル」について考えました。多くの保護者の皆様にも

参観していただきました。ありがとうございました。子どもたちが、どんなことを学んでいるのかを一緒に

見ていただけたこと、とてもありがたく思いました。

《情報モラル授業参観 各学年の内容》
学年 主題名 教材名

1 年 みんなが使うもの がっこうのものは

2 年 よいことと悪いことの区別をする みえない おともだち？

3 年 情報についての決まり（著作権） 作品のかち

4 年 かしこくメディアとつき合おう 利用時間（４コママンガ）

5 年 自由と責任 写真や動画が流出する怖さを知ろう

～ひとりよがりな使い方にならないように～

6 年 社会正義 あなたはどう考える？（ネットの情報について）

ひまよし みんなが使うもの 学校のものは

学区内の「山中組」さんから、嬉しいお電話をいただきました。

１年生が下校中に転んで怪我をしたところ、６年生二人が「山中組」さんに１年生を連れてきて、手当を

してくださいとお願いしたそうです。「山中組」さんが絆創膏を貼って手当をしたところ、１年生と６年生

は御礼を言って下校しました。翌日の下校の際に、昨日の６年生二人が「山中組」さんに御礼の手紙を届け

に来たそうで、「手紙がとても丁寧な字で書かれていて、感謝の気持ちが伝わりました。とても嬉しく、社

員みんなに見せました。」とのことでした。その中には、絆創膏も入っていて、気遣いにも驚いていらっし

ゃいました。学校でもお電話をいただいて初めて知りましたので、ありがたく思いました。子どもたちに思

いやりや感謝する気持ちが育っていることを嬉しく思い、校内放送で、子どもたちに知らせました。

あ 明るく心豊かな子ども

じ 丈夫な体をもつ子ども

さ さらに伸びようとする子ども

い 一生懸命がんばる子ども



○縦割り共遊 ○音楽鑑賞会
６月１９日に、第１回縦割り共遊を行いました。 ６月２６日に、ダッ

１年生から６年生までの縦割り班をつくり、お昼 クス（打楽器奏者の演

休みに一緒に遊び 奏グループ）をお招き

ます。１回目は、 して４年ぶりに音楽鑑

遊びの計画を立て 賞会を行いました。ク

ました。異学年で ラシックから子どもた

遊ぶことの少ない ちに身近なジブリの曲まで、バラエティーに富んだ曲

子どもたちにとっ の演奏や、子どもたちを巻き込んでのボディーパーカ

て、大切な時間で ッションなどもあり、子どもたちは音楽の楽しさとプ

す。 ロの演奏の素晴らしさを堪能することができました。

○３年生 昆虫教室

６月２０日に３年生が昆虫教室を行いました。 ○４年生 宿泊学習
小山市立博物館から２名の講師の先生をお招き ７月３日～４日に、４

し、たくさんの昆虫の標本を展示していただきま 年生が「なす高原自然の

した。昆虫クイズや昆虫の特徴、外来種の問題や 家」に１泊２日の宿泊学

生き物を飼うとき 習に行ってきました。自

の注意など、たく 然の家に行く途中に「栃

さんのことを学び 木防災館」に寄り煙・風 《栃木防災館 強風体験》

ました。子どもた ・地震」の災害体験をしました。体験を通して、災害

ちは、初めて見る の怖さと日頃の備えの大切さに気づくことができたよ

昆虫に、目を輝か うでした。

せていました。 また、自然の家では、館内ウォークラリーやチャレ

○６年生 租税教室 ンジランキング、キャンプファイヤーなどの活動や、

６月２５日に、小山市役所市民税課より２名の 食事、入浴、寝具の準備や片付けなど、自分たちで生

講師の方をお招きして租税教室を行いました。税 活することを通し

金の働きや目的、使われ方について学びました。 て、協力すること

税金がないと消防や や時間を守ったり、

救急の仕事、公園の 片付けまでしっか

整備、教育等もでき りやったりするこ

ないなど、困ること との大切さを学ぶ

があることを知り、 ことができました。

税金の必要性を感じ

ていたようでした。 《キャンプファイヤー 火の神から火をもらう》

１学期、延べ７６名の学校支援ボランティアの皆様にお世話になりま

した。子どもたちの学習支援と安全確保の両面から支えていただきまし

た。また、登下校時にお孫さんの見守りに学校にきてくださった際に、

花壇の除草をしてくださる方もいらっしゃいました。子どもたちや学校

を大切にしていただき、本当に有り難いです。間々田小学校は、幸せな

学校だなあと思います。


